第1回 中国四国脳腫瘍研究会 by unknown
Title第1回 中国四国脳腫瘍研究会
Author(s)















































今回我々は，choroidplexus papilloma (CCP) 10例に
おいて， GFAP,SlOO蛋白， epithelialmembrane anti-

























































lenetriamine pentaacetic acid dimeglumine (Gd-
DTPA）を使用し，良好な結果が得られたので報告す
る．
































































我々は，興味ある経過を示した mixed germ cel 
tumorの2例を経験したので報告する．症例1は22
才男性で， 鞍内から鞍上部IC進展する腫蕩を認め，
HCG (+), AFP （十），組織学的に embryonalcarcino・
maと診断されPVB療法を行い完全寛解が得られた．
症例2は9才男児で，松果体部IC均一に増強される腫























































































































CT Kて両前頭葉， 基底核lζ多発性腫蕩あり． 7月













































































































Interferon, lnterleukine-2, LAK cel など，近年，
脳腫蕩患者に対する免疫療法が盛んとなってきたが，
その投与時期，あるいは投与方法lζついてはいまだ試
行錯誤の段階である感が強い．我々は，免疫療法施行
時の免疫機能を経蒋的に測定し，免疫ネットワークに
及ぼす影響，及び，より効果的な投与方法につき検討
したので，との結果につき報告する．
〈特別講演〉
「悪性脳腫療治療の進歩ーインターフー
ロン療法を中心に一」
独協医科大学脳神経外科 永井政勝
